
 

 

 

 

 

一般財団法人楢葉町振興公社様が「ＳＤＧｓ宣言書」を策定されました！ 

～「とうほうＳＤＧｓサポートサービス」による「ＳＤＧｓ宣言書」策定支援～ 

 

東邦銀行（頭取 佐藤 稔）は、お客さまのＳＤＧｓ（Sustainable Development Goals：持続可能な

開発目標）に関する取組みを支援するため、「とうほうＳＤＧｓサポートサービス（以下、本サービス

とします）」をご提供しております。 

この度、本サービスの利用を通じ、一般財団法人楢葉町振興公社様が「ＳＤＧｓ宣言書」を策定され

ましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

本サービスは、対話を通してお客さまのＳＤＧｓへの取組状況の確認と、経営課題の見える化を行う

ことで、お客さまの課題解決に向けた具体的な取組みをサポートしております。 

また、診断結果に基づく「ＳＤＧｓ宣言書」の作成により、お客さまの特色ある取組みを発信すると

ともに、社会全体でのＳＤＧｓの機運も高めております。 

当行では、引続きお客さまのニーズに応じたサービスを提供し、お客さまの成長・発展、持続可能な

地域社会の実現に貢献してまいります。 

記 

 

発行企業 一般財団法人楢葉町振興公社 

代 表 者 理事長 松本 栄樹 

所 在 地 福島県双葉郡楢葉町大字北田字上ノ原 

２７－２９ 

事業内容 宿泊業・飲食サービス業・温泉業 

企業概要 

●楢葉町の振興公社として、楢葉町のサイクリ

ングターミナル、日帰り温泉施設「しおかぜ

荘」、天神岬スポーツ公園、道の駅ならはの

管理業務を行っています。 

●近年は楢葉町の特産品であるサツマイモを

活用した新たな特産品の生産に力を入れて

います。 

 

 

 

 

２０２４年３月２７日 

東邦銀行グループでは、『とうほうＳＤＧｓ宣言』を制定し、グループ

全体で地域経済の活性化や社会的課題の解決に向けた取組みを通して 

“地域社会に貢献する会社へ”を目指しています。 

宣言書を手にする鈴木常務 



カテゴリ テーマ 具体的な取組み ＳＤＧｓゴール

環境 廃棄物の削減

施設で発生した「生ごみ」を活かしてＣＯ2削減に取組んでまいりま

す。

【具体的な取組みについて】

●「捨てればごみ、活かして資源」生ごみ循環サイクル123！をテー

マに楢葉町と連携し、町内の中学校や運営している「楢葉町サイクリ

ングターミナル」や「道の駅ならは」から発生した生ごみ（食品残

渣）を専用のごみ処理機にて処理し、ＣＯ2の削減を図っています。

社会貢献

地域貢献
地域経済の活性化

楢葉町の振興公社として楢葉町や地元企業と連携し、地域経済の活性

化に貢献してまいります。

【具体的な取組みについて】

●インターン・職場体験を積極的に受け入れ、その後も交流を続け地

元イベントを手伝ってもらうことで、地域コミュニティ形成の一助と

なっております。

●楢葉町と連携し、地域住民と町を訪れた大学生や移住を検討してい

る方の交流の場を設け、楢葉町に関わる人たちを増やす取組みをして

おります。

製品・サービス 社会課題の解決

地球環境に配慮した事業活動を推進し、自主的で継続的な環境経営に

取組んでまいります。

【具体的な取組みについて】

●ＴＶＣＭにて当財団の食品ロスの取組みについて、情報開示やア

ピールをしております。

人権・労働 ワークライフバランス

多様な人材が活躍できる仕組みを整え、組織活性化に努めるととも

に、従業員が働き方・生き方を選択できる会社にしてまいります。

【具体的な取組みについて】

●従業員の働きやすい環境づくりのために適宜配置転換をするなど、

人員の最適化を図り、労働時間の削減を行っております。

当社は国連が提唱する「持続可能な開発目標（SDGs）」に賛同し、持続可能な社会の実現に向けた取組みを以下の通り宣言します。

ＳＤＧｓ宣言書
2024年3月15日

一般財団法人楢葉町振興公社


